
学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取り組みの状況
達成
状況

学校関係評価者の意見

〈組織的な学校運営〉 【成果指標】　
提案が改善工夫され成果があっ
た割合が

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈教職員研修〉 【成果指標】　
提案を受けて実践に結びつけら
れた学級数が

Ａ：12学級

Ｂ：10～11学級

Ｃ：８～９学級

Ｄ：７学級以下

〈いじめ・不登校対応〉 【成果指標】　
見逃さない体制が出来ていると
思う教師が

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈授業改善〉 【成果指標】　
児童が互いに関わり合いながら、
高め合っていると感じる教師が、

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈学力の検証〉 【成果指標】　
国語・算数の単元末テストの達
成度平均が

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈積極的な生徒指導と
　学級づ くり〉

【成果指標】
楽しい学級だと感じている児童
の割合が

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈読書活動の充実〉 【成果指標】　
おすすめ10冊を読み終えた児童
の割合が

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈主体性の育成〉 【成果指標】　
生活目標に対するクラスのめあて
を達成できた児童の割合が

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈体力づくり〉 【成果指標】　
運動が楽しい、できるようになっ
たと感じる児童の割合が

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

〈健康教育〉
自己管理能力の育成

【成果指標】　
成果があり意識の向上が見られる
児童が

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈社会性の育成〉 【成果指標】　
気持ちのよいあいさつをしている
と感じている教師・保護者の割合
が

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈教育活動の公開と改善〉 【満足度指標】
アンケート結果で向上した項目の
割合が

Ａ：全ての項目で

Ｂ：８割の項目で

Ｃ：６割の項目で

Ｄ：５割以下の項目で

〈保護者・地域への情報提供〉 【満足度指標】
学校の方針や様子が伝わっている
と感じる保護者の割合が

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

・次年度，体育科の研究に
加え算数科での授業力向
上をめざして校内研修の範
囲を広げていく。

・いじめアンケートにより訴
えのあった児童の話は，今
後も必ず聞くようにする。ま
た，教師間での情報交換，
情報共有に努める。いじめ
は許されないことであること
を常に意識している教師集
団を維持していく。

・体育科から他教科への広
がりを次年度での最大の課
題とする。そのための授業
での工夫，手立てを考えて
いく。（見通しを持たせる，
発表時の意識，ペア，グ
ループ学習の積極的な導
入，異学年交流の充実等）

・基礎基本の学力の習得の
手立てと併せて，弱点とさ
れる活用力問題，作文問題
の克服に向けた指導を行っ
ていく。

・生徒指導の三機能を活か
した授業づくりを具体的に
確かめながら，あたたかい
学級集団をめざしていく。

・生活目標の達成への取り
組みに工夫を重ね，達成率
の向上を図っていく。

・おすすめ10冊の冊数と本
の幅を広げたこと，「みんな
で読もうこの1冊」「本のとび
ら」を追加したこと，学年か
ら学級単位での取り組み
等，読書活動の充実に効
果があったことを活かして，
本と子どもたちを結ぶ機会
を増やす手立てを次年度も
実践していかなければなら
ない。

・体育科授業を支えるパ
ワーアップタイム，スポチャ
レなど体力づくりの取り組み
を次年度も継続していく。

・学校保健委員会への保護
者の参加率の向上を第一
に開催方法，内容の検討を
する。

・あいさつの評価が児童，
保護者，教職員と違いがみ
られることが依然として続い
ているが，あいさつがコミュ
ニケーションの第一歩であ
ることを大事にして声かけを
続けていくことが大切であ
る。また，あいさつの質につ
いても考えていく事も必要
である。

・教育活動の公開と改善の
判断基準を見直し，実態を
より把握しやすいものに変
える必要がある。

・学校組織を充分に理解し
たうえで，現状認識を把握
しその課題に対して改善工
夫を重ね，その提案を組織
的に意識的に授業で実践
されている様でたいへん結
構なことであると思われま
す。次年度，先生方が異動
されても，その成功事例を
共有し，新任教師にも引き
継いでいって下さい。

・現在の先生方は以前と比
べて大変忙しいと聞きます
が，少しでも子どもたちと接
する時間を持って頂ければ
と思います。

・概ね80％以上の子どもた
ちは授業をたのしく感じ，一
生懸命に勉強しているよう
ですが，低学年の一部にあ
まり一生懸命でない子が倍
増しております。また，高学
年では授業があまりたのし
くないという子が15％もおり
ます。100％ということは難
しい事かも知れませんが，
確かな学力の向上には, 個
人差があり大変だと思いま
すが,子どもたちにやる気を
持たせる工夫が必要です。

・読書活動にクラスや学年
間に取り組みの温度差があ
るようですが，読書の習慣
は人間形成に大変重要で
す。読書の大切さを指導し
てあげて下さい。

・子どもたちが主体性を
持ってその目標達成に向け
ての取り組みはすばらしい
事であります。達成率は低
いようですが，子ども達には
さらに向上をめざした取り組
みを継続するよう指導助言
をお願いします。

・体育の授業にいろいろと
工夫されている様子がうか
がえます。健やかな体の育
成には運動がたのしいと感
じて積極的にチャレンジす
ることが大切です。また，ス
ポーツのたのしみを体で覚
えることが肝要です。変わら
ぬご指導を期待します。

・あいさつについてのアン
ケート結果をみると，子ども
達と先生方との間で，ずい
ぶん開きがあるようです。と
らえ方に差があるのでは？
あいさつは人と人のコミュニ
ケーションの始まりです。お
互いにみとめあうという観点
から，大きな声で元気よくあ
いさつすることの習慣づけ
が必要です。

・満足度指標が低いようで
すが，保護者の意見の中に
は少し難しいものもあるよう
に感じました。理解してもら
う必要があります。

本のとびらの本を「おすす
め10冊」に取り入れたり，
おすすめの本をふやした
り，学坦へ声かけしたりし
た結果，読み終えた子が
88％になった。

月１の全校集会や学級活動
で指導したが，生活目標を
達成できたと思う児童は
65％であった。

関わり合いを感じている教
師の割合は80％に上がって
きている。研究の体育科か
ら他教科にも広がりも見ら
れるようになった。授業の
中での学習形態の工夫が成
果として出てきている。

国語85％，算数82％であっ
た。基礎基本のさらなる徹
底と単元テストを行う前の
習熟を行う必要がある。

クラスのなかまと楽しく学
んだり，遊んだりしている
児童は90％以上を占めてい
る。

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

体育授業の充実とパワー
アップタイムの体力づくり
の取組を進めることで，運
動に喜んで取り組めるよう
になった。

学校保健委員会で姿勢につ
いて考える時間を設けた
り，身だしなみチェックを
毎週行ったりすることで，
自分の身体に関心を持てる
ようになった。

「あいさつをしているか」
の問いに対しては「十分」
「だいたい」を合わせ，教
師37％保護者61％であっ
た。教職員の割合が低い。

職員アンケートでは，7割以
上の項目で向上している
が，すべてのアンケート結
果として見ると，高水準で
はあるが向上した割合は微
減であった。

伝わっていると感じる保護
者割合は，90％(7月)84％
(12月)であり，やや減と
なった。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

校内研修会等での提案を授
業で実践していると答えた
職員は100％であった。この
３年間の体育科実践の成果
を他教科へ広げていくこと
を職員間で確認している。

「成果があった，だいたい
あった」と答えた職員は，
88％(7月)→95％(12月)で
あった。組織としての対応
や工夫改善を図っていくこ
とは大切にしていかなけれ
ばならない。

今後の方向
（改善計画等）
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健康・安全・食育について，教
科・特活と関連付けて計画し，
総合的，系統的な指導を行って
効果を上げる。

自　　己　　評　　価

体育の授業を中心に，
年間を通した体力づく
りに、意欲的に取り組
んでいる。

けが防止等の自己管理
能力に成果があり，健
康的な生活を意識でき
る児童が増える。

③
　
豊
か
な
心
の
育
成

児童が学年を越えた様々な取り
組みの下で，主体的に生活目標
達成に向けて取り組んだり，規
範意識を高め合ったりできるよ
うに指導を工夫する。

学力向上プランに取り組
み，国語と算数におい
て，学習内容の習得と活
用力が高まっている。

児童会を中心として，
生活目標の達成や規範
意識の向上に向けて，
自主的な取り組みを進
めている。

授業を中で，積極的な生徒指導
の視点から認め合い，励まし合
う人間関係力を向上させ，活き
活きとしたたのしい学級づくり
をする。

伝統ある読書活動を基盤に，学
校の実態に合わせた取り組みを
充実させ，進んで本に親しむ環
境を整備し，豊かな情操を養
う。【学びの指針第８条】

国語，算数の学習内容の確実な
習熟を進め，活用する力を育て
る授業実践をする。【学びの指
針第３条】

体育授業の充実とスポチャレや
一校一プラン，異学年交流等年
間を通した体力づくりの取り組
みを進め，運動の日常化と体力
の向上を図る。

子どもたちからのサインを
見逃さないという意識は
100％の教師が持っている。
多くの大人の眼で児童の変
化を見ていることができて
いる。

⑤
　
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

学校ではもちろん，家
庭や地域でも，児童が
身近な人に気持ちのよ
いあいさつをしてい
る。

保護者・地域の意見を
学校改善に生かしてい
る。

保護者に学校の経営方
針や教育活動が理解さ
れている。

学校・家庭・地域が連携して，
日常的に自然で明るいあいさつ
ができる児童を育成する。
　　　　【学びの指針第９条】

学校の教育活動を公開し，保護
者の意見を受け止め，改善項目
の向上状況を見定めながら信頼
される学校づくりに努める。

学校からの発信を充実させ，保
護者に学校の経営方針や教育活
動を伝え，理解と協力を得る。
　　【学びの指針第12条】

実態把握と現状課題に
対する取り組み提案が
され，組織的に対応し
成果を上げている。

紙面を伴う研修報告を
行い，成果を共有し
て，本校にとって有効
なものを実践に結びつ
けている。

④
　
健
や
か
な
体
の
育
成

①
　
組
織
的
な
学
校
運
営

各主任が中核となり現状課題に
対する改善提案をして，教職員
各々が校務に責任をもち，一丸
となって学校教育目標の具現化
を図る。

教職員は，積極的に研修に努
め，その成果を他の教職員と共
有し，本校にとって有効なもの
を共通理解し実践に結びつけて
いく。

児童理解の会を月一回開催し，
いじめ及び児童の実態把握に努
め，子どもたちの出すサインを
見逃さない体制ができている。

児童の実態を把握し、学び合い
活動が見られる効果的な指導法
を図り、授業力向上に努める。
【学びの指針第６条】

②
　
確
か
な
学
力
の
育
成

授業を中心に，認め合
い，励まし合う人間関
係が高まり，児童が楽
しく学級生活を送って
いる。

朝読書の充実と「おす
すめ１０冊(5冊)」を
すべて読み終えるよう
取り組んでいる。

児童の思いを柔軟にとら
える教師集団が子どもた
ちの居場所のある学校づ
くりに励んでいる。

学校研究の「かかわる」
に関連し、授業の中で児
童が関わり合いながら協
力し高め合っている。




